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写真1 ポスター全景．

1．はじめに

現代では電気・ガスなどのエネルギーやプラスチッ
クに代表される化学製品など，石油・天然ガス資源
のない生活は考えられません．しかし，人類がこのま
まこれらの化石資源を使い続ければ，いずれはなくな
ってしまいます．

ここ数年の地質情報展は，石油・天然ガスの生産
県で開催されてきましたが，京都府や周辺の近畿地
方には資源となるような石油や天然ガスの賦存は確
認されていません．しかし，文献によると琵琶湖周辺
や大阪平野では，戦前から戦後にかけて若干の天然
ガスが生産されていたようです（地質調査所, 1957）．

このような環境の違いから，「地質情報展きょうと
2005」では視点を変えて，歴史の街「京都」という観
点から日本ではいつ頃から石油が使われ始めたかと
いう内容の展示を加えました．そして，現在どれくら

いの量の石油・天然ガスを輸入して使っており，少な
いながらも日本のどこで石油・天然ガスが取れるかと
いう定番の内容の展示をしました．さらに，原油価格
の高騰で活発になりつつある石油・天然ガスの探
鉱・開発ですが，日本周辺のどこで新たな石油・天然
ガス鉱床が見つかっているかについて紹介しました

（写真1）．

2．古代における石油の利用

石油や天然ガスができるためには，地層の中に閉
じこめられた生物の遺骸が数百万年以上の時間をか
けて熱せられる必要がありますが，人類が石油を使
うようになったのは数千年前のことです．昔は深い井
戸を掘ることができなかったので，自然に地表に湧い
てきて池のように溜まった石油を利用したと考えられ
ています．縄文時代には，矢じりなどを木の柄に固
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写真3 石油が湧き出て溜まった池（新潟県胎内市（旧黒
川村）シンクルトン公園）．

写真2 アスファルトのついた石器および土器（新潟県教育委員会 提供）．
a; 石鏃（矢じり） 高さ3.4cm 小千谷市城之腰

じょうのこし

遺跡
b; 石匙

いしさじ

幅6.8cm 魚沼市清水上
しみずのうえ

Ⅱ遺跡
c; 土器　高さ6cm 東蒲原郡阿賀町大坂上道

おおさかうえみち

遺跡
時代はいずれも縄文時代．

定するための接着剤として使われたことが，遺跡から
発掘された石器に付着したアスファルトから明らかに
なっています．また，土器の底にも固まったアスファ
ルトが残っています（写真2）．このようなアスファルト
は，石油の軽質成分が長い間に失われたものと考え
られます．

文書では日本書紀に初めて記録があり，天智天皇7
年（西暦668年）「越の国から“燃ゆる土”と“燃ゆる
水”が近江大津宮に献上された」と記されています．

“越の国”は現在の新潟県で，その産地は現在の胎内
市（旧黒川村）（写真3）ではないかと考えられていま
す．皇室に献上されるためにはるか近畿まで石油が
運ばれました．

石油はにおいが臭いために古くは“くそうず”と呼
ばれ，“臭水”や“草生水”，“草生津”などと書かれま
す．“くそうず”という地名や川は，現在も新潟県や秋

田県に残っています．

3．日本の原油・天然ガス生産量と消費量

2003年度の日本の原油消費量は2億4,600万kl（大
阪ドーム205杯分）でしたが，国内生産量はその0.2％
に過ぎません．原油の多くは中東からタンカーによっ
て輸入されていますが，戦争などにより輸入が止まる
と国内産業や国民生活に大きな支障をきたします．
このために，安定した原油輸入先の確保が必要で
す．

一方，天然ガスの国内消費量は約800億m3でした
が，国内生産量は3.5％（28億m3）で残りを－162℃以
下に冷した液化天然ガス（LNG）の形で東南アジア，
オーストラリアや中東からタンカーで輸入しています．
石油の埋蔵量が中東に偏っているのに対し，天然ガ
スはより分散しています．

石油や天然ガスは化学工業の原材料や発電に使わ
れていますが，燃やした場合には温室効果ガスであ
る二酸化炭素（CO2）が排出されます．地球温暖化を
防止するために温室効果ガスの排出量を制限した

“京都議定書”が2005年2月に発効されましたが，同
じ発熱量を得るのに天然ガスのCO2排出量は石油よ
りも30％も少ないことから，CO2排出量を減らすため
にも天然ガスの利用が促進されています．

4．日本および周辺の石油・天然ガス鉱床

では日本周辺に石油や天然ガスはないのでしょう



日本および周辺の石油・天然ガス資源 ― 65 ―

2005年 11月号

写真4 ロシア・サハリンⅡプロジェクトのプラットホーム
（サハリンエナジー社 提供）．

第1図 日本周辺で新規探鉱・開発中の石油・天然ガス鉱床．

か？ 石油が取れるかどうかはその地域の地質が大き
く関係しています．秋田県や新潟県を中心に日本に
も多くの油田やガス田が存在し，その多くはすでに生
産を中止しましたが，今でも，新潟県，秋田県，北海
道，千葉県などでは原油や天然ガスが生産されてい
ます．最近，日本周辺で新たに見つかったり開発が
始まった石油・天然ガス田について簡単に紹介しま
す（第1図）．

4.1  サハリン

ロシア領のサハリン東部沖合の海底に石油・天然
ガスの鉱床が見つかり，日本の会社も参加して探鉱・
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開発中です（写真4）．2005年10月からはサハリンⅠ
プロジェクトで原油の生産を開始しました．天然ガス
も日本に輸出されることが決まっています．

4.2  三陸沖

平成10年度に経済産業省の調査により見つかった
天然ガス鉱床です（写真5）．水深が深いため，現在
は開発が行われていません．この天然ガスは石炭か
らできたものと考えられています．

4.3  山陰沖

韓国の東側の日本海にある海底ガス田で2004年に
商業生産が始まりました（写真6）．取れた天然ガスは
海底パイプラインで韓国まで輸送されています．同じ
地層が山陰沖に広がっていることから，日本の領海で
も天然ガスが見つかる可能性があります．

4.4  東シナ海

中国との国境付近に天然ガス田が分布し，どのよ
うに開発するかが中国との間で話し合われています

（写真7）．

4.5  南海トラフ

日本近海の500mよりも深い海底の浅い地層の中
には，天然ガスの主成分であるメタンが水と一緒に氷
のように固まったメタンハイドレートが分布しており，
資源として最も有望なのが本州の太平洋側に広がる
南海トラフです（写真8）．メタンは地層の中に棲む微
生物が作ったもので，その量は日本の年間天然ガス
消費量の100年分にもなります．しかし，地下では固
体であるため，気体にして取りだす方法について研
究が進められています．

写真5 基礎試錐「三陸沖」（平成10年度経済産業省委託
調査事業）での生産テスト．平成11年10月撮影

（経済産業省 提供）．

写真6 韓国の東海ガス田（韓国石油公団 提供）．

写真7 中国・東シナ海の海底ガス田（海上保安庁 提供）．
a; 平湖ガス田，b; 天外天ガス田，c; 春暁ガス田．
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5．おわりに

毎年思うことですが，天然資源のうち現代人の生活
で最も恩恵を受けているのが石油なのですが，体験

コーナーに比べると人気のないのが悩みの種です．
説明者のいない隣のコーナーの説明をしていることの
方が多い・・・ということで，来年までに新たな企画を
立てられるかどうか，お楽しみに！
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